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。
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な
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◦
集
団
回
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め
方
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グ
ル
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を
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く
る

　

自
治
会
、
婦
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、

20
人
以
上
の
住
民
で
営
利
を
目
的
と

し
な
い
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
ま
す
。

②
回
収
方
法
を
決
め
る

　

資
源
回
収
業
者
を
選
び
、
回
収
日

時
、
場
所
、
品
目
を
決
め
ま
す
。

③
町
に
団
体
登
録
を
申
請
す
る

　

町
に「
資
源
ご
み
集
団
回
収
団
体

登
録
申
請
書
」を
提
出
し
ま
す
。
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資
源
ご
み
の
回
収
実
績
量
に
基
づ

き
、
補
助
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を
支
払
い
ま
す
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新
聞
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１
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た
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円
な
ど
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資源ごみの集団回収を始めませんか

神崎環境部は７年ほど前から資源ごみの集団
回収に取り組んでいます。回収日は毎月第 2・4
土曜日。新聞紙・段ボール・雑誌類の紙類を、集
会所裏の倉庫へ持ち込んでもらっています。数あ
る資源ごみの中で紙類に限定しているのは、回収
する場所がなく、手間をかけずにできる範囲で集
団回収を継続していくためです。倉庫は３つあり
種類別に置くようにしています。普段、広場は鍵
が閉まっているため車では入れませんが、回収日
には鍵を開け、車で倉庫に横付けして重い新聞紙
なども簡単に降ろすことができます。回収日には、
環境部の役員や地域の組長がローテーションを組
み、当番を決めて作業していて、６月 25 日には
７人が参加。持ち込まれた紙類を種類別に回収業
者のトラック２台とパッカー車１台の計３台に積
み込みました。
神崎環境部の特徴はー
　資源ごみは、回収日だけでなく、いつでも持ち
込みできます。散歩のついでに新聞紙の束を持ち
込むなど、いつでも資源ごみを出すことができる
ので回収量が増えているようです。また、資源ご
みを出す人に紙紐を一巻渡し、リサイクル意識を
高めてもらうよう工夫しています。
集団回収を始めてから変わったことはー
　地域の紙ごみが減ってきています。集会所まで
来られない高齢者は近所の人に頼むなど、地域の
つながりを深めることにも役立っています。

集団回収で地域の紙ごみが減少
地域のつながりも深まっています

町内で資源ごみの集団回収をしている団体のうち、22 年度の回収実績量がトップ

（61,800 キロ）だった神崎環境部（池内邦仁部長）の皆さんに取り組みを聞きました。

▼ ▽ Report_ 神崎環境部 

　事業活動に伴って、会社・事務
所、工場、商店、飲食店、病院、
福祉施設などから出た廃棄物を
「事業系ごみ（事業系廃棄物）」と
いいます。事業系ごみは、「一般
廃棄物」と「産業廃棄物」の２つ
に分けられます。
■増加する「事業系一般廃棄物」
　可燃ごみのうち、家庭系一般廃
棄物の量は、年々減少していて、
22 年度は 15 年度と比較すると
32.4％減少しています。一方、事
業系一般廃棄物の量は年々増加
し、15 年度と比較すると、253％
増加しています。事業者は、廃棄
物の再生利用などを行い、ごみの
減量に努めましょう。ごみの減量
や資源化の推進は、環境の保全
や資源の有効活用に貢献するだ
けでなく、事業所のイメージアッ
プや経費削減にもつながります。
■適正な処理方法
　事業系一般廃棄物は家庭ごみ
ステーションには出せません。
　排出の方法は次の２つです。
１_町の一般廃棄物処理許可業者
に収集を依頼する（有料）
２_伊予地区清掃センターへ事業
者が直接持ち込む（有料）

▽伊予地区清掃センター
伊予市三秋 1433　☎ 982―1287

〔受け付け〕月～金曜日…８時 30分
～ 16 時 30 分、土曜日…８時 30
分～ 12 時　〔料金〕100 キロまで
940 円、100 キロを超えるものは
100キロ増すごとに945円追加
■ごみ袋は無色透明に統一
　８月１日から、伊予地区清掃セ
ンターに排出する事業系一般廃棄
物（可燃ごみ）は、無色透明袋で
排出してください。
問町民課ごみ対策係　
☎ 985―4117

事業系一般廃棄物を
減らしましょう

●粗大ごみ収集の流れ

 ①申し込み

「ごみ・資源物収集日程 粗大ごみ申込期間カレンダー」の「粗大ご
み申込はがき」に必要事項を記入して、該当地区の申込期間内に
切手を貼って投函する。
※１回の申込期間で１枚だけ、１回に５品目まで、各世帯で年間７回まで申し
込みできます。

⇩

 ②通知
申込期間終了後、約２週間で収集日が記入された「粗大ごみ収
集通知はがき」が自宅に届きます。はがきには「粗大ごみシール」
がついています。

⇩

 ③排出
「粗大ごみシール」に名前を記入し、粗大ごみのよく見えるところ

に貼って、収集日の朝７時頃までにあらかじめ申し込んだ場所に
出します。本人の立会いは不要です。

⇩

④収集

収集業者が収集します。中間処理業者でリサイクルできるものは
分別し、できないものは最終処分場に埋め立てます。
※品目が異なる場合やシールがない場合は収集しません。
※ 出し忘れた場合は次回お申し込みください。

問町民課ごみ対策係　☎ 985―4117

知っていますか
粗大ごみの出し方

布団（３枚ひとくくり）

衣装ケース

椅子（2 脚ひとくくり）

ベッド

マットレス

布団は、古着、古布ではあ
りません。粗大ごみか可燃
ごみで出してください。

排出場所は、自宅の敷地内（屋
外）にしてください（ベランダ、
倉庫、地域のごみステーション
は不可）。見取り図には排出する
位置に▲印をつけてください。

紐などでしばり、まとめ
られるものは「くくり」で
出せます。ただし、大人
が一人で運べる程度の大
きさに限ります。

「ベッド」と「マット」は分
けて排出してください。
※スプリングマットは出せ
ません。販売店などに相談
してください。

ごみカレンダーの「粗大ごみ申込はがき」で申し込みが必要です。
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